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会計基準の国際的なコンバージェンスに向けた取組みを進めるにあたり、公開

草案の趣旨は理解できる。また、公開草案に示されているとおり、退職給付会

計基準注解（注６）のなお書きのみを削除するとしても、必ずしも貸借対照表

日現在の割引率に基づき計算することにはならないものと理解する。 

なお、退職給付債務は超長期の見積りを伴うものであり、回廊アプローチが採

用されていないわが国においては、重要性の判断により、短期的な金利変動の

影響を極端に受け、国際的な整合性を失うことのない様、実務上の配慮が重要

である。 
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